
 
 

  

 

『
再
処
理
』
と
い
う
言
葉 

に
だ
ま
さ
れ
な
い
理
解
を 

 
 

百
人
委
員
会 

 
 
 

森
純
子
さ
ん
挨
拶 

  
ま
ず
開
会
の
挨
拶
に
立
っ

た
森
純
子
さ
ん
は
「
ア
ク
テ

ィ
ブ
試
験
に
よ
っ
て
八
月
ま

で
に
ト
リ
チ
ウ
ム
だ
け
で
も

八
十
五
兆
ベ
ク
レ
ル
の
放
射

能
廃
液
が
流
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
原
燃
に
、
岩
手
県
漁
連
、

市
町
村
、
い
わ
て
生
協
、
市

民
団
体
な
ど
か
ら
、
説
明
責

任
を
果
た
す
よ
う
に
要
請
書

が
送
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日

本
原
燃
は
応
じ
よ
う
と
し
ま

せ
ん
。 

八
月
十
八
日
深
夜
、
六
ヶ

所
工
場
内
の
大
気
観
測
モ
ニ

タ
ー
の
一
つ
が
高
放
射
能
値

を
示
し
ま
し
た
。
百
五
十
メ

ー
ト
ル
も
あ
る
煙
突
か
ら
、

放
射
性
ガ
ス
が
地
表
に
漂
っ

た
と
見
ら
れ
ま
す
。
以
来
一

ヶ
月
間
、
使
用
済
み
核
燃
料

の
「
せ
ん
断
」
が
休
止
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

小
出
裕
章
先
生
は
多
く
の

放
射
能
測
定
の
研
究
を
続
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
田
老
海

岸
の
ワ
カ
メ
の
放
射
能
測
定

も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

『
再
処
理
』
と
い
う
言
葉

を
『
放
射
能
を
減
ら
す
た
め

の
処
理
』
な
ど
と
良
い
イ
メ

ー
ジ
で
と
ら
え
て
い
る
人
も

い
ま
す
。
ぜ
ひ
そ
の
辺
も
分

か
る
よ
う
に
先
生
に
教
え
て

頂
き
た
い
も
の
で
す
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。 

 
 『

原
爆
製
造
』
計
画
か
ら 

 

『
再
処
理
』
ま
で 

 

小
出
裕
章
先
生
は
、『
原
爆

製
造
』
か
ら
『
再
処
理
』
に

至
る
『
核
』
を
巡
る
歴
史
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し

た
。
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
の

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
核
開
発
計
画

は
、
膨
大
な
資
金
を
つ
ぎ
込

ん
で
、
当
初
、
ウ
ラ
ン
２
３

５
濃
縮
に
よ
る
原
爆
を
め
ざ

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
、
原
子
炉
を
使
っ
て
燃
え

な
い
ウ
ラ
ン
２
３
８
に
中
性

子
を
あ
て
て
作
る
「
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
原
爆
」
の
方
が
簡
単

に
安
く
で
き
る
こ
と
が
分
か

っ
て
来
て
、
そ
れ
が
核
爆
弾

製
造
の
主
流
に
な
り
ま
し
た
。 

原
発
の
使
用
済
み
核
燃
料

に
は
『
燃
え
な
い
ウ
ラ
ン
』

か
ら
生
ま
れ
た
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
取
り
出
す
の
が
『
再
処
理
』

な
の
で
す
が
、
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
を
燃
や
す
技
術(

高
速
増

殖
炉)

は
世
界
中
で
挫
折
し

て
お
り
、
実
現
の
見
込
み
の

無
い
技
術
で
あ
る
と
話
し
ま

し
た
。
再
処
理
工
場
か
ら
の

廃
液
は
、「
一
日
あ
た
り
百
万

㌧
の
水
で
薄
め
な
い
限
り
原

発
の
廃
水
濃
度
基
準
を
満
た

せ
な
い
」
と
指
摘
し
、
廃
液

で
三
陸
の
海
が
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
汚
染
に
曝
さ
れ
る

と
強
調
し
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
支
援
の
声 

出
席
者
か
ら
質
問
や
意
見

が
出
さ
れ
「
止
め
よ
う
！
再

処
理
」
に
つ
い
て
正
し
い
認

識
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
四

七
人
か
ら
「
感
想
ア
ン
ケ
ー

ト
」
が
回
収
さ
れ
、
運
動
へ

の
共
感
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 
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九
月
三
十
日
（
土
）「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は
岩
手
に

何
を
も
た
ら
す
の
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
京
都
大
学
原

子
炉
実
験
所
の
小
出
裕
章
先
生
に
よ
る
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

盛
岡
市
勤
労
福
祉
会
館
大
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た
の

は
、
約
百
人
。「
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会
」
と
「
三

陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る
岩
手
の
会
」
の
会
員
や
、

漁
業
者
、
消
費
者
、
県
・
市
町
村
議
会
議
員
、
さ
ら
に

は
、
県
外
の
市
民
な
ど
多
様
な
参
加
者
で
し
た
。
主
催

の
「
開
催
百
人
委
員
会
」
に
は
百
三
人
の
結
集
が
見
ら

れ
、
運
動
が
力
強
く
前
進
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。 

京大原子炉実験所  小出裕章先生講演会 

小出裕章先生 



 東
京
大
空
襲
と
広
島
・
長

崎 

 

小
出
先
生
の
ご
出
身
は
東

京
浅
草
。
お
話
は 

東
京
大

空
襲
と
広
島
長
崎
の
原
爆
の

惨
禍
と
の
比
較
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。 

 

東
京
大
空
襲
は
三
四
四
機

の
Ｂ
２
９
に
よ
っ
て
、
火
薬

一
六
六
五
㌧
相
当
の
爆
弾
・

焼
夷
弾
が
落
と
さ
れ
約
一
〇

万
人
の
死
者
を
出
し
ま
し
た
。 

一
方
広
島
・
長
崎
の
犠
牲

者
も
一
〇
万
〜
二
〇
万
と
い

う
膨
大
な
も
の
で
す
が
、
ア

メ
リ
カ
は
、
わ
ず
か
三
機
の

Ｂ
２
９
で
、
広
島
は
ウ
ラ
ン

約
十
五
㌔
㌘
（
「
リ
ト
ル
ボ
ー

イ
」
）
、
長
崎
は
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
約
十
㌔
㌘
（
「
フ
ァ
ッ
ト
マ

ン
」
）
ほ
ど
の
核
爆
弾
で
攻
撃

し
ま
し
た
。
こ
の
違
い
が
、

「
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
本
質

を
示
し
て
い
ま
す
。 

 

天
然
ウ
ラ
ン
の
ほ
と
ん
ど
は 

『
燃
え
な
い
ウ
ラ
ン
』 

ア
メ
リ
カ
の
原
爆
開
発
計

画
は
、
当
時
の
日
本
の
年
間

の
国
家
予
算
に
匹
敵
す
る
二

〇
億
ド
ル
も
の
資
金
を
投
じ

て
、
天
然
ウ
ラ
ン
中
の
『
燃

え
る
ウ
ラ
ン
２
３
５
』
を
抽

出
す
る
技
術
の
開
発
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の

技
術
は
難
し
く
、
三
年
か
け

て
も
「
リ
ト
ル
ボ
ー
イ
」
一

発
分
し
か
抽
出
で
き
な
か
っ

た
わ
け
で
す
。
む
し
ろ
原
子

炉
で
『
燃
え
な
い
ウ
ラ
ン
２

３
８
』
に
中
性
子
を
あ
て
て

『
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
』
を
つ
く

り
核
分
裂
さ
せ
る
方
式
の
方

が
極
め
て
簡
単
安
上
が
り
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
利
用
し
た 

「
夢
の
核
燃
サ
イ
ク
ル
」 

  

一
九
六
八
年
、
小
出
先
生

は
「
夢
の
核
燃
サ
イ
ク
ル
」 

を
信
じ
て
原
子
力
工
学
を
専

攻
し
ま
し
た
。
天
然
ウ
ラ
ン

を
最
大
限
利
用
で
き
る
な
ら

ば
、
資
源
の
な
い
日
本
に
と

っ
て
有
効
と
思
っ
た
か
ら
で

し
た
。 

 

し
か
し
、
勉
強
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の

利
用
は
危
険
で
あ
り
、「
夢
の

核
燃
サ
イ
ク
ル
」
は
幻
想
で

あ
る
と
気
が
つ
き
ま
し
た
。 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
、
肺
に
吸

入
す
る
と
一
億
分
の
５
㌘
で

年
間
許
容
量
を
超
え
ま
す
。

人
類
が
遭
遇
し
た
（
作
り
出

し
た
）
最
強
最
悪
の
毒
物
を

利
用
し
た
発
電
な
ど
危
険
こ

の
上
な
い
も
の
で
あ
り
、
計

画
自
体
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。 

 

 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
広
大
な 

『
管
理
区
域
』 

 

小
出
先
生
は
放
射
能
を
扱

う
技
術
者
で
す
か
ら
『
放
射

線
管
理
区
域
』
内
で
仕
事
を

す
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
時
は
本
当
に
大
変

だ
そ
う
で
す
。
特
に
内
部
被

曝
が
危
険
な
の
で
「
水
は
飲

む

な

！

食
う

な

！
眠

る

な
！
」
の
注
意
事
項
だ
ら
け

で
緊
張
す
る
そ
う
で
す
。 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に

よ
り
、
こ
の
よ
う
な
『
放
射

線
管
理
区
域
』
に
相
当
す
る

地
域
が
旧
ソ
連
地
域
に
現
在

で
も
広
範
に
存
在
し
て
い
ま

す
。
約
四
〇
万
人
は
強
制
的

に
避
難
さ
せ
ら
れ
た
ま
ま
帰

る
事
が
出
来
ず
に
い
ま
す
。

ま
た
、
約
五
〇
〇
万
人
が
避

難
も
ま
ま
な
ら
ず
、
そ
の
ま

ま
暮
ら
し
続
け
て
い
ま
す
。 

 東
海
村
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故 

の
示
す
も
の 

 

講
演
当
日
の
九
月
三
〇
日

は
一
九
九
九
年
の
茨
城
県
東

海
村
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
か
ら

ち
ょ
う
ど
七
年
目
で
し
た
。 

 

こ
の
事
故
で
は
、
一
八
グ

レ
イ
、
一
〇
グ
レ
イ
も
の
強

い
放
射
線
を
浴
び
た
二
人
の

労
働
者
が
悲
惨
な
死
を
遂
げ

ま
し
た
。
一
般
的
に
は
８
グ

レ
イ
で
ほ
と
ん
ど
全
て
の
人

が
死
に
至
る
の
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
時
放
出
さ
れ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
体
温
を 

千
分
の
二
度
上
昇
さ
せ
る
程

の
わ
ず
か
な
も
の
で
し
た
が
、

そ
の
時
放
出
さ
れ
た
放
射
線

は
、
そ
の
場
に
い
た
二
人
に

致
命
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

ま
し
た
。 

放
射
線
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
含
め
細
胞

の
構
成
分
子
を
ず
た
ず
た
に

引
き
裂
い
て
し
ま
っ
た
た
め

回
復
不
能
に
な
り
亡
く
な
っ

た
の
で
す
。 

（
次
号
に
続
く
） 

（
ま
と
め
の
文
責
・
大
信
田
） 

小
出
裕
章
先
生
講
演
ま
と
め
（
上
） 

 
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は 

 
 

岩
手
に
何
を
も
た
ら
す
の
か 広島原爆の核分裂生成物(死の灰)は８００㌘。 

六ヶ所工場で取り扱う核生成物は年間約２７㌧。 

約３万３０００倍になる。 

映
画
『
六
ヶ
所
村
ラ 

プ
ソ
デ
ィ
ー
』
上
映 

情
報 

◎
東
京 

「
ポ
レ
ポ
レ
東
中
野
」 

劇
場
公
開 

十
月
七
日
よ
り 

◎
青
森 

「
十
和
田
市
・ 

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
」 

十
月
十
五
日
（
日
） 

 

◎
盛
岡
市
永
井 

 

「
キ
ャ
ラ
ホ
ー
ル 

・
小
ホ
ー
ル
」 

 
 

十
一
月
二
六
日
（
日
） 

 
 
 

①
十
四
時 

 
 
 

②
十
八
時
（
鎌
仲 

監
督
ト
ー
ク
あ
り
） 

託
児
所
あ
り
（
要 

申
し
込
み
） 

「ゴーストタウン・チェルノブイリの映像」 

エレナのチェルノブイリへのバイクの旅 より 


